
　

私
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
の
は
、安
積

高
校
を
卒
業
し
、明
治
大
学
に
進
学
し

た
安
保
闘
争
の
頃
で
し
た
。祖
父
の
又
治

郎（
元
、村
議
）が
学
問
は
大
事
で
あ
る

と
学
資
を
苦
し
い
中
か
ら
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。今
で
も
そ
の
感
謝
の
念
を
忘
れ

ず
遺
影
に
手
を
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

大
学
卒
業
と
同
時
に
祖
父
は
亡
く
な

り
、私
は
東
京
い
す
ゞ
自
動
車（
株
）に
入

社
し
ま
し
た
。営
業
と
人
事
畑
を
歩
き

37
年
間
勤
務
し
定
年
退
職
い
た
し
ま
し

た
。退
職
後
、い
ろ
い
ろ
と
や
り
た
い
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
一
番
の
念
願
は
国

の
た
め
、郷
土
の
た
め
ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
の

「
戦
没
地
の
土
」を
郷
土
に
持
ち
か
え

り
、西
光
寺
住
職
の
お
経
で
、兄
弟
一同
集

ま
り
、母
の
眠
る
墓
地
に
埋
葬
し
た
こ
と

は
、何
よ
り
の
供
養
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。国
の
為
殉
じ
た
忠
義
の
兄
の
心

情
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
って

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
か
が
み
い
し
会
に
は
、町
長
は
じ

め
町
会
議
員
、町
関
係
の
方
々
が
ご
出
席

さ
れ
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、ふ
る
さ
と
の
交
流
も
図
ら
れ
有
意

義
な
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

□
私
の
好
き
な
歌

た
か
き
屋
に
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の

竈
は
賑
ひ
に
け
り　
　
　
　

仁
徳
天
皇　　　　　　　　　　　　　＝平成18年鏡石町成人式＝

～６ページに関連記事～
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申
告
相
談
は
忘
れ
ず
お
早
め
に

広報かがみいし　2006年２月号広報かがみいし　平成18年２月号

●
平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
・
基
金

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
任
意
継

続
社
会
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

●
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の
支
払
証

明
書

●
身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
の
方

は
障
害
者
が
確
認
で
き
る
手
帳
ま

た
は
証
明
書

●
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
平
成
17
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書（
医
療
費
の

合
計
金
額
か
ら
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
は
除
く
）

●
営
業
、
事
業
、
農
業
所
得
者
は

収
支
の
わ
か
る
内
訳
書
な
ど

●
平
成
17
年
中
に
農
業
用
機
械
な

ど
を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領

収
書
な
ど

●
所
得
税
の
還
付
や
納
税
の
際
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
銀
行
名
や
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の（
通
帳
な
ど
）と
銀
行
印
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

●
須
賀
川
税
務
署☎

75―

２
１
９
４

●
町
税
務
町
民
課☎

62―

２
１
１
４

●
申
告
会
場（
申
告
期
間
中
）

☎
62―

５
９
２
３

保
険
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻
金

の
収
入
が
あ
っ
た
方
。

●
平
成
17
年
中
に
土
地
・
建
物
等

の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
。

●
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
ほ
か

に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
ま
た
は

支
払
者
か
ら
町
に
支
払
報
告
書
を

提
出
済
み
の
方
。
た
だ
し
、
新
た

に
控
除（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
）を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
税
務
署
へ

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
を

除
き
、
申
告
が
必
要
で
す
。

●
平
成
17
年
中
に
所
得
が
な
く
鏡

石
町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
。

●
印
鑑

●
平
成
17
年
中
の
収
入
や
支
出
な

ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
通
帳
、
出

荷
伝
票
、
領
収
書
な
ど

●
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は

平
成
17
年
分
の
源
泉
徴
収
票

　

町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

●
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
で
鏡

石
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
17

年
中
に
何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た

方
。
た
だ
し
、
所
得
が
な
か
っ
た

方
で
も
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
や
、
児
童
手
当
等
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
申
告
が
必

要
で
す
。

●
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
や

営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
方
。

●
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
も
、
１

月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
鏡
石

町
に「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出

が
な
い
方
。

●
平
成
17
年
の
中
途
で
退
職
さ
れ

た
方
。

●
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

や
一
時
金
、
ま
た
は
生
命
・
損
害

　

町
で
は
、
２
月
９
日（
木
）か
ら
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の

相
談
は
、
昨
年
１
年
間（
平
成
17
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）の
所
得
を
申

告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ
の
内
容
が
平
成
18
年
度
の
町
県
民
税
や

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
期
間
が
間
近

に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
し
た
り
、
申
告
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
公
的（
共
済
、
厚
生
、

国
民
）年
金
受
給
だ
け
の
方
を
対

象
と
し
た
申
告
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□
場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

□
持
参
す
る
も
の

●
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

●
各
種
所
得
控
除
に
必
要
な
証
明

書
や
領
収
書
な
ど

●
銀
行
印
と
銀
行
名
や
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

●
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

　

平
成
17
年
中
に
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
利
益
に
は
、
譲
渡

所
得
と
し
て
税
金
が
か
か
り
ま

す
。
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
特
例

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例

の
適
用
を
受
け
る
に
は
様
々
な
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
も
、

他
の
所
得
と
一
緒
に
確
定
申
告
を

行
う
こ
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

●
午
後
１
時
〜
３
時

□
場　

所　

須
賀
川
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ（
須
賀
川
駅
建
物
内
）

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

●
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
後
、
関

係
書
類
を
添
付
し
郵
送
等
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

　

東
北
税
理
士
会
須
賀
川
支
部
で

は
、「
税
理
士
記
念
日
」に
ち
な
み

次
の
日
程
で
税
金
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

２
月
23
日（
木
）　

　
　
　
　

●
午
前
10
時
〜
12
時

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
17

年
分
所
得
税
申
告
書
の
作
成
相
談

を
２
月
１
日（
水
）か
ら
３
月
15
日

（
水
）ま
で
、
昨
年
同
様
須
賀
川
市

産
業
会
館（
牡
丹
園
向
か
い
）で
行

い
ま
す
の
で
、
混
ま
な
い
う
ち
早
め

に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
分
所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」に
接
続
し
、
画
面
案

内
に
従
い
金
額
等
を
入
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
や
決
算

書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
、
レ
ー

月　日 行　政　区 月　日 行　政　区

２月9日 木 １区・２区・３区・４区 2月27日 月 高久田

2月10日 金 １区・２区・３区・４区 2月28日 火 高久田

2月13日 月 １区・２区・３区・４区 3月1日 水 鏡　田

2月14日 火 １区・２区・３区・４区 3月2日 木 鏡　田

2月15日 水 １区・２区・３区・４区 3月3日 金 鏡　田

2月16日 木 １区・２区・３区・４区 3月6日 月 仁井田・さかい

2月17日 金 久来石 3月7日 火 仁井田・さかい

2月20日 月 久来石 3月8日 水 成　田

2月21日 火 笠　石 3月9日 木 成　田

2月22日 水 笠　石 3月10日 金 成　田

2月23日 木 笠　石 3月13日 月 豊郷・旭町

2月24日 金 笠　石 3月14日 火 豊郷・旭町

須賀川税務
署からの

お知らせ

☎75－2194

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
の
開
設

所
得
税
の
還
付
申
告

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

年
金
受
給
者
の
申
告
相
談

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

申
告
の
必
要
が
な
い
方

申
告
が
必
要
な
方

２
月
９
日
〜
３
月
15
日　

税
の
申
告
相
談

申告相談の日程
●会　　場　町勤労青少年ホーム
●受付時間　午前９時～午後４時

　確定申告の時期になりました。平成17年１月
から12月までの間に納められた、国民年金の保
険料は「社会保険料控除」として、全額が所得から
控除されます。
　申告できるのは、平成17年分の保険料だけで
なく、過去の期間で未納となっていた分や、免除
や学生納付特例を受けていた分を納めた場合（追
納）も含めて、平成17年の内に納めた全部の保険
料額です。
　なお、今年から控除を受ける際には、申告書に
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書または
領収書を添付することが必要になりました。
□問い合わせ先
　町税務町民課　☎62－2112

国民年金保険料は
全額社会保険料の控除になります
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世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
区
長
の

み
な
さ
ん
に
は
、区
の
ま
と
め
役
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

各
行
政
区
長
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
要
望
を
町
に
伝
え
た
り
、

町
か
ら
の
依
頼
を
住
民
に
伝
え
た

り
す
る
町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で

す
。
こ
こ
で
は
、
今
年
１
年
間
お

世
話
に
な
る
各
行
政
区
長
の
顔
ぶ

れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
辞
令
交
付
後
、
区
長
協

議
会
の
新
役
員
の
選
出
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

石
井　

清
司（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
高
久
田
区
）

副
会
長　

佐
藤　

哲
郎（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鏡
石
２
区
）

会　

計　

渡
辺　

俊
広（
新　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鏡
石
４
区
）

監　

事　

常
松　
　

誠（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
仁
井
田
区
）

監　

事　

吉
田　

唯
一（
新　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
田
区
）

　

１
月
６
日（
金
）午
後
３
時
か
ら

町
役
場
に
お
い
て
、
今
年
初
め
て

の
区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
木
賊
町

長
か
ら
退
任
さ
れ
る
７
名
の
前
区

長
に
感
謝
状
が
、
新
任
６
人
を
含

む
13
名
の
新
区
長
一
人
ひ
と
り
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
木
賊
町
長
か
ら「
前

区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
お新区長一人ひとりに委嘱状が手渡されました

鏡田区（新）
西牧　英二さん

高久田区（再）
石井　清司さん

成田区（新）
吉田　唯一さん

旭町区（新）
会田　勝計さん

鏡石２区（再）
佐藤　哲郎さん

仁井田区（再）
常松　　誠さん

鏡石４区（新）
渡辺　俊広さん

さかい区（再）
浅野　　啓さん 笠石区（新）

小貫　兄夫さん

鏡石１区（再）
小貫　辨明さん

久来石区（元）
井上　雄敏さん

鏡石３区（再）
深谷 荘一さん

豊郷区（新）
井口　之栄さん

⬅天栄村

玉川村➡

⬆須賀川市

町
と
の
太
い
パ
イ
プ
役

　
　
　

新
行
政
区
長
決
ま
る

新行政区長のみなさん
任期
平成18年 １月 １日から
平成18年 12月 31日まで

１
．
最
近
、
大
手
金
融
機
関
や
そ
の

グ
ル
ー
プ
を
か
た
り
、
紛
ら
わ
し
い

名
称
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
い
、「
○

○
万
円
ま
で
お
貸
し
で
き
ま
す
」と

い
う
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

融
資
の
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
へ
電
話

を
す
る
と
、

①
融
資
の
前
に
保
証
料
・
保
険
料
の

名
目
で
金
銭
を
振
込
ま
せ
る
。

②
一
度
振
込
む
と
手
数
料
な
ど
と
名

目
を
変
え
繰
り
返
し
入
金
を
要
求
。

③
後
で
返
し
ま
す
と
言
い
な
が
ら
、

当
然
、
返
金
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

　

正
当
な
業
者
な
ら
、
融
資
の
前
に

保
証
料
を
払
い
込
ま
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

２
．
ま
た
、「
財
務
局
許
可
法
人
」等

と
公
的
機
関
を
装
う
実
在
し
な
い
団

体
名
で
、
債
権
請
求
の
は
が
き
を
送

付
し
、
支
払
い
を
迫
る
架
空
請
求
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
以
外
の
役
所
が
裁
判
所
へ

の
出
頭
を
通
知
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
連
絡
す
る
と
和
解
金
な
ど
と

の
名
目
で
金
銭
等
を
請
求
さ
れ
た
り

個
人
情
報
を
入
手
さ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課　

☎
０
２
４
―
５
３
５
―

０
３
０
３

ル
を
中
心
に
活
動
を
展
開
。
そ
の

結
果
、
平
成
17
年
の
鏡
石
町
内
の

犯
罪
発
生
件
数
は
、
自
転
車
盗
難

が
59
件
か
ら
33
件
減
少
し
26
件
、

車
上
狙
い
が
49
件
か
ら
20
件
減
少

し
29
件
と
な
り
ま
し
た（
左
表
参

照
）。

　

し
か
し
、
全
刑
法
犯
の
う
ち
、

自
転
車
盗
難
、
車
上
ね
ら
い
の
犯

罪
が
全
体
の
４
割
以
上
と
依
然
と

し
て
多
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
も
、
こ
の
二
つ
の
犯
罪

の
撲
滅
と
、
最
近
、
子
ど
も
た
ち

を
ね
ら
っ
た
事
件
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
の
安
全

の
確
保
な
ど
を
重
点
事
項
に
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
犯
罪

へ
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
防
犯
に
つ
い
て
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
平
成
16
年
の
県
内
市

町
村
別
犯
罪
発
生
率（
犯
罪
発
生

件
数
を
人
口
千
人
当
た
り
に
換

算
）が
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
一
年

間
、
町
防
犯
協
会
や
地
域
安
全
推

進
協
議
会
、
須
賀
川
地
区
防
犯
指

導
隊
鏡
石
分
隊
、
地
域
安
全
活
動

推
進
員
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
防
犯
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
鏡
石
町
は
、車
上
ね
ら
い
、

自
転
車
盗
難
の
犯
罪
の
比
率
が
高

か
っ
た
こ
と
か
ら
街
頭
パ
ト
ロ
ー

　

１
月
24
日（
火
）午
後
６
時
30
分

か
ら
町
役
場
で
緊
急
防
犯
対
策
会

議
１
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
昨

年
の
当
町
の
犯
罪
発
生
件
数
が
、

前
年
の
２
３
２
件
か
ら
１
４
４
件

と
88
件（
38
％
）減
少
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
に
は
、
町
防
犯
協
会
や

町
地
域
安
全
推
進
協
議
会
、
須
賀

川
地
区
防
犯
指
導
隊
鏡
石
分
隊
、

地
域
安
全
活
動
推
進
員
な
ど
20
人

が
出
席
。
須
賀
川
警
察
署
で
発
表

し
た
平
成
17
年
の
犯
罪
発
生
件
数

の
報
告
を
受
け
た
あ
と
、
今
年
も

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

自
転
車
・

車
上
ね
ら
い
の
撲
滅
を

犯
罪
に
対
す
る
心
構
え
を

区　分
17年
ト－タル

前年同期 増　減 増減率

空 き 巣 8 3 5 167%

忍 込 み 1 0 1 100%

自 動 車 盗 3 4 △ 1 △ 24%

オ－トバイ盗 0 1 △ 1 △ 100%

自 転 車 盗 26 59 △ 33 △ 56%

車 上 ね ら い 29 49 △ 20 △ 41%

自販機ねらい 10 17 △ 7 △ 41%

計 77 133 △ 56 △ 42%

全 刑 法 犯 144 232 △ 88 △ 38%

●平成17年町の犯罪発生件数
　　　　　　　　　　　　　　（須賀川警察署調べ）

自
転
車
盗
難
33
件
、
車
上
ね
ら
い
20
件
減
少

大
手
金
融
機
関
を
か
た
っ
た

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
注
意

　　　　　　　

安全安心の町に
＝町緊急防犯対策会議１月定例会＝

No.12

●12 犯罪件数
４割減

犯罪件数
４割減

犯罪件数
４割減

駐輪場などをパトロール



平成18年

鏡石町成人式を
　　　 挙　行

　

成
人
と
し
て
の
新
し
き
旅
立
ち

を
祝
う
、
平
成
18
年
鏡
石
町
成
人

式
が
、
１
月
８
日（
日
）午
前
10
時

30
分
か
ら
町
公
民
館
に
お
い
て
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昭
和
60
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
90
人
、
女
性
１
０

６
人
の
合
計
１
９
６
人
が
新
成
人

と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
姿

の
女
性
や
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
男
性
１
５
１
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
始
め
に
出
席
者
全

員
で「
君
が
代
」を
斉
唱
し
た
あ

と
、
木
賊
町
長
が「
自
分
の
限
界

を
自
分
で
定
め
る
こ
と
な
く
可
能

性
を
信
じ
、
目
的
に
向
か
っ
て
大

い
に
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。」と
、

続
い
て
、
稲
田
耕
筰
教
育
委
員
会

委
員
長
が
、「
こ
れ
か
ら
は
、
誇

り
を
持
っ
て「
日
本
人
」と
し
て

「
鏡
石
人
」と
し
て
、
地
域
社
会
や

国
際
社
会
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」と
式
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
成
人
者
を
代
表
し
て

遠
藤
明
子
さ
ん
に
成
人
証
書
が
授

与
さ
れ
、
井
上
寿
弥
さ
ん
と
岩
谷

樹
理
さ
ん
が
、
成
人
と
し
て
の
誓

い
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恩
師
代
表
と
し
て
鏡

石
中
学
校
時
代
の
先
生
で
あ
る
天

野
典
子
さ
ん
が
、「
自
分
や
周
り

の
人
を
大
切
に
し
て
、
毎
日
の
生

活
に
目
標
と
夢
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
励
ま
し
の
言
葉
を
お
く
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
町
の

シ
ン
ボ
ル
ソ
ン
グ「
牧
場
の
朝
」を

斉
唱
し
た
後
、
成
人
者
代
表
と
し

て
正
木
諒
さ
ん
が「
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
、
厳
し
い
社
会

に
く
じ
け
る
こ
と
な
く
立
ち
向
か

い
、
全
て
の
行
動
に
責
任
を
持
っ

て
最
善
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」と
謝
辞
を
述
べ
、
式
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
新
成
人
の
み
な

さ
ん
は
、
久
ぶ
り
に
再
会
し
た
同

級
生
と
会
場
周
辺
で
記
念
撮
影
を

撮
っ
た
あ
と
、
実
行
委
員
会
の
主

催
で
開
催
さ
れ
た
同
級
会
に
出
席

し
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
話
を
弾

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　こうして成人の日を迎えること
ができ、大変うれしく思います。
これからは、一人の大人として自
覚と責任を持ち、より一層精進し
ていきたいと思います。
　両親をはじめ、今までお世話に
なった方々に感謝いたします。

　家族をはじめ、多くの方々に支
えられ無事成人の日を迎えること
ができました。心から感謝してい
ます。
　成人としての自覚を持ち、責任
のある行動をしていきたいと思い
ます。

67

　晴れて成人式を迎えられたの
も、両親をはじめたくさんの方々
の支えがあったからだと思いま
す。この感謝の気持ちを、自らの
夢を叶えるという行動で表し、自
覚と責任を持てる立派な成人とな
ることを誓いたいと思います。

　無事に成人を迎えることがで
き、今まで家族をはじめ地域の方、
お世話になった方々へ感謝を致し
ます。これからは成人としての自
覚を持って、責任ある行動と、前
向きに挑戦的な精神で頑張って行
きたいと思います。

伊 藤 紗耶子さん 正 木 　 諒さん

和 田 守 央さん遊 佐 亜矢子さん

　町名に「かがみ」の名がつく町の児童が交流する
「全国かがみ子どもサミット」が、１月６日（金）か
ら８日（日）までの３日間開催されました。
　今回参加したのは、熊本県の旧鏡町（現八代市）、
岡山県鏡野町、高知県香我美町、本町の小学５・
６年生46人。毎年持ち回りで、参加町村を訪れ交
流をしています。
　参加者は、猪苗代でスキー体験や会津若松市で
の観光を楽しむなど福島の冬を満喫していまし
た。

スキーを楽しむ参加者

「
か
が
み
」の
名
の
つ
く

　
　
　
　

４
町
の
児
童
交
流　
　
　

広報かがみいし　平成18年２月号

　多年にわたり交通安全のため献身的な尽力をし
たとして、この程、町交通安全協会長の矢吹正一
さん（南高久田）が、交通栄誉章緑十字銀章に輝き
ました。矢吹さんは、町交通安全協会長、須賀川
地区交通安全協会副会長を歴任するなど40年に及
ぶ交通安全の活動を行っています。
　矢吹さんは、１月26日（木）町役場を訪れ、木賊
町長に受章を報告。「今後も交通安全の取り組み
に励んで生きたい。」と活動への意気込みを語って
いました。

緑十字銀章を受章した矢吹会長（右）

矢
吹
正
一
さ
ん（
南
高
久
田
）

交
通
安
全
功
労
で
緑
十
字
銀
章
受
章

　町交通安全祈願祭が、１月８日（日）午前９時30
分から、高久田地区の鹿島神社で開催されました。
　町では、昨年103件の交通事故が発生し、死者
２人、137人の負傷者が出ました。
　当日は、町交通安全協会員など40人が出席。矢
吹正一町交通安全協会長、木賊町長、菊地栄助町
議会議長らが今年１年間の無事故を祈願し玉串を
捧げました。

今年一年の無事故を祈願する参加者

今
年
一
年
の
無
事
故
祈
る

　鏡石町消防団の出初め式が、１月４日（水）午前
10時30分から鏡石一小体育館で、団員と女性消
防隊員約100名が参加して開催されました。
　式では、今年１年の無火災を祈願し黙とうを
行ったあと、昨年１年以上の無火災分団への表彰
や通常点検などが行われました。式終了後は、駅
前地区を防火パレードし住民に火災予防を呼びか
けました。

駅前地区を行進する女性消防隊員

出
初
め
式
で
無
火
災
祈
願

　鏡石一小の新年集会が、１月19日（木）午前10時
30分から同校で開催され、児童と老人クラブの会
員約700が参加しました。
　交流会は、昔からある遊びを通じて児童と高齢
者に交流を図ってもらおうと毎年開催しているも
のです。子どもたちは、老人クラブの方々にコマ
回しやお手玉の仕方を教わりながら楽しい時間を
過ごしていました。

楽しくお手玉をする参加者

昔
な
が
ら
の
遊
び
で

　
　
　
　
　
　

異
世
代
交
流

　新春を祝う平成18年年賀交歓会が、１月４日
（水）午後４時から鏡石舘で開催され、約170名が
参加しました。
　式では、木賊町長が今年1年の抱負を述べたあ
と、参加者を代表して菊地栄助町議会議長などが
あいさつしました。最後に、参加者全員で町のシ
ンボルソングである唱歌「牧場の朝」を合唱したあ
と、懇談し親睦を深め合いました。

約170人が参加した年賀交歓会

新
春
を
祝
い

　
　
　
　

年
賀
交
歓
会
開
催

151人が参加した成人式

成人としての誓いを宣誓する井上さんと岩谷さん

20 歳を迎えてひとこと

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で 税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口業務延長
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「
小
さ
い
頃
、
戦
争
が
あ
っ
た

け
れ
ど
、
ち
ょ
う
ど
隣
の
矢
吹
町

に
飛
行
場
が
あ
っ
て
ね
。
Ｂ
29
と

い
う
飛
行
機
だ
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
よ
く
爆
弾
を
落
と
し
に
飛
ん

で
来
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
、
学

校
帰
り
と
か
に
、
よ
く「
ウ
〜
」と

空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
ね
。
裏
通
り

を
よ
く
隠
れ
な
が
ら
走
っ
て
逃
げ

た
の
を
今
で
も
思
い
出
す
ね
。」と

話
す
高
口
さ
ん
。

　
「
そ
ん
な
理
由
で
は
な
い
け
れ

ど
、
け
っ
こ
う
走
る
の
が
速
く
て

ね
。
確
か
、
小
学
校
の
と
き
だ
っ

た
と
思
う
け
れ
ど
、
短
距
離
走
で

県
大
会
３
位
入
賞
し
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
の
を
今
で
も
思
い

出
し
ま
す
よ
。」と
も
。

　

そ
ん
な
、
高
口
さ
ん
に
現
在
の

趣
味
を
尋
ね
る
と
、「
趣
味
と
言

え
る
か
分
ら
な
い
け
れ
ど
、
昔
の

会
社
の
友
だ
ち
や
、
ご
近
所
の

方
々
が
良
く
訪
ね
て
き
て
く
れ
る

の
で
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
話
を

し
た
り
、
温
泉
に
行
っ
た
り
す
る

こ
と
が
楽
し
み
だ
ね
。
今
は
、
息

子
や
孫
に
囲
ま
れ
て
、気
の
ま
ま
、

楽
し
く
せ
い
せ
い
し
た
人
生
を

送
っ
て
い
ま
す
よ
。」と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、「
町
の
防
犯
団
体
の

み
な
さ
ん
の
努
力
で
、
町
の
犯
罪

発
生
件
数
が
減
っ
て
き
て
い
て
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も
減

少
し
て
い
っ
て
、
鏡
石
町
が
福
島

県
で
、
も
っ
と
も
安
全
・
安
心
な

ま
ち
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
ね
。」と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

次
会
は
、
高
口
さ
ん
の
紹
介
で

小
栗
山
の
大
河
原
勝
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

楽
し
く
せ
い
せ
い
し
た
人
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
っ
て
い
ま
す　

と
の
付
き
合
い
は
、
本
当
に
い
い

勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

試
合
に
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
や
、

負
け
た
時
の
悔
し
さ
を
体
験
す
る

こ
と
は
、
今
後
の
人
生
の
中
で
大

変
良
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
鏡
石
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
は
、
団
員
を
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。」と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
は

次
の
大
会
に
向
け
て
猛
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

鏡
石
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
現
在
、
小
学
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
35
人
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

　

練
習
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
に

忠
実
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
、毎
週
水
・

土
曜
日
に
町
公
民
館
で
厳
し
い
な

が
ら
も
明
る
く
楽
し
く
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
の
大
内
さ
ん
に
お
話
を

お
伺
い
す
る
と
、「
少
年
団
に
入

る
と
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
ば
か
り

で
な
く
、
学
校
や
学
年
・
学
級
の

垣
根
を
越
え
た
上
級
生
や
下
級
生

　禁煙を決意したら、まずは練習と思って始めてみま
しょう。禁煙の効果はすぐに現れます。まず、周囲の
人に煙たがれる心配がなくなります。さらに、咳やた
んなどの症状が減り、免疫力がアップして風邪やイン
フルエンザにかかりにくくなります。また、狭心症や
心筋梗塞や肺がんなどの病気にかかるリスクもグンと
減ります。ボケ防止にも有効。禁煙によって、脳血管
性痴呆症やアルツハイマー病の危険性が低下するので
す。そのほか、数々のメリットがあります。たとえ長
年タバコを吸っていても禁煙するのに遅すぎることは
ありません。
　以下の文章は、多方面で紹介されている“眺めるだ
け！特製「禁煙カード」”からの抜粋です。卒煙の友
として繰り返しお読みください。

Ｑ．タバコには「ストレス解消、リラックス、集中」と
いうメリットがあるのでは？

Ａ．喫煙のメリットは一つもありません。「ストレス
解消、リラックス、集中」はニコチンによる錯覚
です。ノンスモーカーはタバコなしでも全部でき
ています。あなたもタバコを吸う前はそうだった
はずです。

Ｑ．タバコなしだと不安な人でも、やめて生活できる
のでしょうか？

Ａ．不安がっているのはあなたではなく、脳内のニコ
チンモンスター。ニコチンを断てばモンスターは
消滅し、タバコのない不安も消えます。

Ｑ．禁煙に苦しむのは何日間くらい？
Ａ．苦しくありません。少しボーッとするぐらいです。
ニコチンは7日で体から抜け、3週間で完全に抜
けます。

Ｑ．タバコはどんなタイミングでやめるのが、いちば
んよいのでしょうか？

Ａ．タバコをやめる最高のタイミングは・・・今です。
今がベストです！

□団 体 名：鏡石サッカースポーツ少年団
□活動日時：毎週水・土曜日
□活動場所：町公民館
□連 絡 先：佐久間洋一さん
　　　　　　☎62－2225

今月のお題

「卒煙のおすすめ（その2）」

高 口 初 子さん（久来石）

………○232町民リレー

２月５日（日）、２月20日（月）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程 広報かがみいしに広告を掲載しませんか。横176㎜×縦46㎜の枠で１万円、横86㎜×縦42㎜の枠で５千円広報かがみいし広告募集

広　　　告 広　　　告

鏡石第一ホテル

タウンホテル

総合結婚式場　割烹料理

ご宿泊、ご宴会、法要、各種お膳仕出し何でもご相談ください
TEL　代表　０２４８（６２）３１７１

　例年、年度末（３月）は自動車の検査・登録手続きが急増
し、処理の遅延や駐車場・待合室の混雑などが発生してお
ります。登録自動車及び小型二輪車の「廃車」、「名義変更」、
「住所変更」等の手続き（申請）は、できるだけ早めにお願い
いたします。

□問い合わせ先　国土交通省　福島運輸支局登録部門
　　　　　　　　☎050－5540－2015

自動車登録手続きはお早めに！



慶弔 12月受付分

古紙100％再生紙

発行/鏡石町　〒969－0492　福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345　☎（0248）62－2111

（17. 12. 31 現在）
 火　災 ９件　（９）
 救　急 546 件　（463）

（　）は前年同期の件数

「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

（全国統一防火標語）

●固定資産税　　　　（４期）
●上下水道使用料（12・1月分期）
の納入期限は２月28日（火）です。

◇　◇　◇　◇　◇
下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（18. 1. 1 現在）
 12,738人 （－４）

 6,209 人 （－ 21）
 6,529 人 （＋ 17）
 3,884 世帯 （－ 53）

（　）は前月との比較
※「平成 17年国勢調査の結果速報」の値
を基に集計しています。

（17. 12. 31現在）
 件　数 103件 （107）
 死　者 ２人 （１）
 傷　者 137人 （149）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　141日～

広報かがみいし　平成18年２月号

 

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん
笠 石 藤 島 彩 希 和 行 絵 美
鏡 田 今泉穂乃佳 正 広 志 織
高久田 瀨 谷 優 里 宗 晴 恵 美
成 田 𠮷 田 有 里 晃  春 美
　〃 横 田 か ほ 豊  裕 美
旭　町　江幡俊之介 陽 介 純  
さかい　白 井 　 翔 直 秀 智代子 

 地区 花むこさん 花よめさん
鏡 田 村 上 和 広 （張堂）良　子
 〃   稲 田 修 宏 （小松）千　文
高久田 中 本 健 三 郎 （水野谷）　恵
 〃   根 本 稔 千 （松島）亜由美
成 田 （有馬）一　広 吉 田 洋 子
 〃   根 本 浩 克 （鈴木）美　穂

 地区 氏　名 年齢
久来石 本 田 清 子 54
　〃　 古 俣 　 榮 72
笠　石 伊 藤 ヨ ウ 子 74
　〃 面 川 　 正 89
　〃 芳 賀 今 朝 好 70
鏡石２ 熊 田 イ チ 81
仁井田 石　井　菊　子 62
鏡　田 小 林 君 雄 96
　〃 稲 田 ア サ 90
成　田 関 根 直 勝 72
　〃 𠮷 田 春 枝 73
　〃 鈴 木 　 忠 92

お　い　わ　い

11 10

INFORMATION

か　な　し　み

よ　ろ　こ　び

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ

人口と世帯数今月の納税交 通 事 故火災・救急事故

□
応
募
期
間　

２
月
28
日（
火
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

□
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

町
観
光
協
会（
産
業
課
内
）　

☎
62

―

２
１
１
８

　

町
産
業
課
で
は
、
４
月
か
ら
、
ふ

れ
あ
い
の
森
公
園
内
の「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ど
ん
ぐ
り
」に
作
品
を
展
示
し

た
い
個
人
・
団
体
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
募
集
す
る
の
は
、
平
成
18
年

４
月
〜
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
期
間

で
、
１
団
体
の
展
示
期
間
は
15
日
も

し
く
は
１
ヶ
月
で
す
。

　

内
容
は
絵
画
、陶
芸
、写
真
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
何
で
も
か
ま
い
ま
せ

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
に
空
き
が
で

き
た
た
め
４
月
か
ら
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

２
月
28
日（
火
）ま
で

□
戸　

数　

境
団
地
１
戸

□
入
居
申
込
資
格
者（
①
か
ら
⑤
ま

で
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）

①
同
居
親
族
が
い
る
方

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方（
持
ち
家
で
な
い
こ

と
、
親
と
同
居
は
持
ち
家
と
な
り
ま

す
。）

③
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
方

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

 

乳幼児健診等のお知らせ

⑤
月
々
の
収
入
が
20
万
円
を
超
え
な

い
方
。（
※
障
害
者
等
の
家
庭
は
、

26
万
８
千
円
。）

※
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以

上
の
方
、
障
害
者（
知
的
・
精
神
・

身
体
）に
認
定
さ
れ
て
い
る
方（
等
級

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）、
生
活
保
護
被
保
護
者
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
、
海
外
引
揚
者
の
い
ず
れ

か
で
②
〜
⑤
の
条
件
を
満
た
す
方
。

□
申
込
み
方
法
・
場
所

　

町
指
定
の
入
居
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、
必

要
書
類（
所
得
証
明
等
）を
添
付
し
、

町
役
場
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

□
選
考
方
法

　

申
込
者
の
現
状
を
確
認
し
、
選
考

委
員
会
の
審
議
を
経
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。
入
居
す
る
際
は
、
町
内

在
住
２
名
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
役
場
総
務
課

　

☎
62―

２
１
１
１

□
子
ど
も
映
画
会

●
日　

時　

２
月
４
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
上
演
作
品　
『
ト
ム
と
ジ
ェ

リ
ー
』、『
２
１
エ
モ
ン
宇
宙（
そ
ら
）

い
け
！
裸
足
の
プ
リ
ン
セ
ス
』

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日　

時　

２
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
話
し
手　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内　

容　

か
み
し
ば
い『
む
か
し

む
か
し
お
に
が
き
た
』

□
み
ん
な
の
造
形
教
室

●
日　

時　

２
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
講　

師　

絵
本
造
形
作
家　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

清
先
生

●
内　

容　
「
白
い
世
界
の
動
物
た

ち
」を
テ
ー
マ
に
い
ろ
い
ろ
な
動
物

を
紙
で
つ
く
り
ま
す
。
大
人
の
方
か

ら
お
子
様
ま
で
楽
し
め
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日　

時　

２
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

●
内　

容　
「
バ
ル
ボ
ン
さ
ん
の
お

で
か
け
」ほ
か

●
対
象　

幼
稚
園
就
園
前
ま
で

※
休
館
の
お
知
ら
せ

　

２
月
27
日（
月
）か
ら
３
月
６
日

（
月
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い

た
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
の
支

援
を
受
け
て
鏡
石
町
分
区
で
は
、
救

援
車
一
台
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
、
募
金
及
び
社
資
に

よ
っ
て
配
置
さ
れ
た
救
援
車
は
、
災

害
救
援
活
動
や
各
種
赤
十
字
事
業
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
」

作
品
募
集

　

町
観
光
協
会
で
は
、
高
野
池
の
白

鳥
や
岩
瀬
牧
場
の
四
季
折
々
の
風

景
、ま
た「
国
際
化
オ
ラ
ン
ダ
祭
り
」・

「
牧
場
の
朝
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
」

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
、
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
広
告
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

□
応
募
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
ツ
切
・
ワ
イ
ド
四
ツ
切

□
撮
影
期
間　

平
成
17
年
３
月
１
日

（
火
）か
ら
平
成
18
年
２
月
21
日（
火
）

ま
で
に
撮
影
し
た
も
の

ん
。
こ
の
機
会
に
作
品
を
展
示
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
町
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
や
展
示

内
容
が
重
複
す
る
場
合
は
、
ご
希
望

「
牧
場
の
朝
」か
が
み
い
し
・

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

□つどいの広場事業子育て講座（※申込み制）
　「ママと赤ちゃんのエアロビクス教室
日時　２月６日（月）　午前10時から
場所　鏡石保健センター

□生き生き子育て教室（※申込み制）
日時　２月14日（火）　午前10時から
場所　鏡石保健センター

□３～４ヶ月児健康診査
日時　２月15日（水）　午後１時30分から
場所　公立岩瀬病院

□１・２歳児健康相談
日時　３月３日（金）　午前９時30分から
場所　鏡石保健センター

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
募
集
期
間　

２
月
28
日（
火
）ま
で

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

町
産
業

課　

☎
62―

２
１
１
８

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で原動機付自
転車（ミニバイク等）、小型特殊自動車（トラクター
等）、軽自動車、二輪車などの所有者に対して課
税されます。
　軽自動車等を使用していない場合や廃棄した場
合、人に譲った場合には届出が必要ですので、３
月末日までに次表のとおり手続きをしてくださ
い。手続きがされていない場合は、平成 18年度
の軽自動車税が課税されます。

廃車・名義変更手続きはお早めに！
図
書
館
だ
よ
り

□日　時　２月21日（火）　13：30～ 15：30
□場　所　町勤労青少年ホーム
□内　容　「ちょっと気にして！メタボリック症候群」
　　　　　※メタボリック症候群＝内臓肥満を背景に高血圧、

糖尿病、高脂血症などが併発している状態のこと。
□講　師　清野弘明（医師） 太田西ノ内病院糖尿病センター長
□問い合わせ・参加申込み　町健康福祉課　☎62－2115

□日　時　２月27日（月）
　　　　　13：30～ 15：00
□場　所　町勤労青少年ホーム
□講　師　降矢ふく子（歯科衛生士）
□問い合わせ・参加申込み
　　　　　　町健康福祉課　☎62－2115

赤
十
字
救
援
車
を
配
備

         歯肉いきいき・
さわやかブラッシング教室

健康セミナー公開講座

車　種 届出・問い合わせ先 必要なもの
原動機付自転車
(125cc 以下 )
小型特殊自動車
(農耕用その他 )

町税務町民課
☎ 62－ 2114

ナンバープレー
ト、印鑑（所有者・
届出者）、標識交
付証明書

軽二輪
(126cc ～ 250cc)
軽三輪・軽四輪

福島県軽自動車協会
福島市吉倉字谷地 16-7
福島軽自協会館内
☎ 024－ 546 － 2577

車種によって手続
きの方法が多少異
なりますので、事
前に確認してくだ
さい。二輪の小型自動車

(251cc 以上 )

福島陸運支局
福島市吉倉字吉田 54
☎ 024 － 546 － 0341



このコーナーへ載せるイラスト
をお待ちしています。どしどし
応募してください。
■サイズ　はがき大
■応募先　役場総務課

　

私
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
の
は
、安
積

高
校
を
卒
業
し
、明
治
大
学
に
進
学
し

た
安
保
闘
争
の
頃
で
し
た
。祖
父
の
又
治

郎（
元
、村
議
）が
学
問
は
大
事
で
あ
る

と
学
資
を
苦
し
い
中
か
ら
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。今
で
も
そ
の
感
謝
の
念
を
忘
れ

ず
遺
影
に
手
を
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

大
学
卒
業
と
同
時
に
祖
父
は
亡
く
な

り
、私
は
東
京
い
す
ゞ
自
動
車（
株
）に
入

社
し
ま
し
た
。営
業
と
人
事
畑
を
歩
き

37
年
間
勤
務
し
定
年
退
職
い
た
し
ま
し

た
。退
職
後
、い
ろ
い
ろ
と
や
り
た
い
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
一
番
の
念
願
は
国

の
た
め
、郷
土
の
た
め
ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
の

「
戦
没
地
の
土
」を
郷
土
に
持
ち
か
え

り
、西
光
寺
住
職
の
お
経
で
、兄
弟
一同
集

ま
り
、母
の
眠
る
墓
地
に
埋
葬
し
た
こ
と

は
、何
よ
り
の
供
養
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。国
の
為
殉
じ
た
忠
義
の
兄
の
心

情
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
って

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
か
が
み
い
し
会
に
は
、町
長
は
じ

め
町
会
議
員
、町
関
係
の
方
々
が
ご
出
席

さ
れ
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、ふ
る
さ
と
の
交
流
も
図
ら
れ
有
意

義
な
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

□
私
の
好
き
な
歌

た
か
き
屋
に
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の

竈
は
賑
ひ
に
け
り　
　
　
　

仁
徳
天
皇

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
を
抱
え
、そ
の
切
り
盛

り
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。学
校
の
給
食

は
、脱
脂
粉
乳
の
ミ
ル
ク（
進
駐
軍
の
バ
タ
ー

の
粕
）ア
ル
ミ
の
缶
一
杯
。不
味
か
っ
た
ね
。飽

食
時
代
の
今
と
は
天
と
地
。吹
雪
の
中
、粗

末
な
ゴ
ム
の
短
靴
を
履
い
て
１
里
も
あ
る
道

を
６
年
間
通
学
し
て
無
欠
席
の
皆
勤
賞
を

卒
業
の
折
り
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
は
私
の
誇

れ
る
勲
章
で
す
。そ
し
て
ふ
る
さ
と
の
風
土

と
環
境
が
私
に
忍
耐
力
と
根
性
を
身
に
つ

け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
、飯
坂
温
泉
で
同
級
会
が
開
か
れ
、

再
会
を
よ
ろ
こ
び
、四
方
山
話
に
花
が
咲

き
、時
が
経
つ
の
も
忘
れ
楽
し
い一日
を
過
ご

し
ま
し
た
。宴
会
で
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
の
時

間
と
な
り
、一人
が
井
沢
八
郎
の「
あ
あ
上
野

駅
」を
歌
い
だ
す
と
、ア
レ
ヨ
！
ア
レ
ヨ
！
と

云
う
間
に
大
勢
が
舞
台
に
駆
け
上
が
り
大

合
唱
と
な
っ
た
の
で
す
。歌
と
自
分
の
人
生

の
歩
み
が
重
な
り
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て

き
た
ん
で
し
ょ
う
か
!（
こ
の
歌
の
記
念
碑

は
上
野
駅
の
南
口
に
建
って
あ
り
ま
す
）

　

毎
日
、豪
雪
の
被
害
が
報
道
さ
れ
故
郷

は
大
丈
夫
か
と
案
じ
ら
れ
る
昨
今
で
す
。

　

私
は
９
人
兄
姉
の
８
番
目
に
生
ま
れ
、

大
家
族
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。父
、庄
吉

（
元
、村
議
）は
厳
格
な
人
で
、中
学
２
年

の
時
、胃
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
威

厳
が
あ
り
、口
答
え
は
一
切
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。（
※
私
は
父
親
そ
っ
く
り
だ
と

近
所
の
人
は
云
う
が
?!
）

　

小
学
校
１
年
の
時
、終
戦
と
な
り
食

糧
難
と
物
資
不
足
の
配
給
制
度
、母
は

古 川 芽
め

依
い
ちやん（２歳）

　　　　（南　町）
歌が大好きな〝めい〟ちゃん
です。
（ママより）

石 原 莉
り

音
おん
ちやん（２歳）

　　　　（中　町）

歌やダンスが大好きな
りぃちゃんです。
（ママより）

　東京かがみいし会

今 泉 貞 治さん（東京都）
（鏡田区出身）
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